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研究参加についての説明書 

◼ 研究テーマ 

在宅医療安全 / ヒヤリハット情報収集・提供システムの構築 

― 訪問看護師のヒヤリハット事例収集調査 ― 

◼ 研究の意義および目的 

在宅における医療を要する療養者を取り巻く状況は、在宅における医療依存度の高まりととも

に、その安全性確保が課題となってきました。しかし、在宅においては、国が医療機関に対して

実施しているようなヒヤリハット等事例収集および医療安全情報提供システムがなく、個々の事

業所・ケアチームで安全管理を担保している現状があります。そこで、本調査では、在宅医療安

全のなかでも在宅人工呼吸器を要する療養者に対する医療安全に焦点化したヒヤリハット事例

収集の調査を実施します。 

回答していただいた情報のうち許可の得られた事例につきましては、匿名化を図り、リスク分

析を行って整理し、東京都医学総合研究所難病ケア看護データベースで運用する「在宅医療安全

/ヒヤリハット情報提供・情報収集システム」の閲覧事例としてデータベース化し、医療安全の

普及啓発に還元できるよう情報発信していくことを目的としています。 

◼ 研究の方法 

＜質問紙調査＞ 

訪問看護研修に参加する訪問看護師を対象とした無記名の自記式質問紙調査です。 

同封の質問紙にご回答の上、指定の提出箱に提出してください。 

＜調査内容＞ 

・回答者の属性・職種経験 

・在宅療養支援におけるヒヤリハット状況 

・ヒヤリハットの概要・発見状況・対応・考えられる原因・など 

＜分析および情報公開の方法＞ 

ご提供いただいたヒヤリハット事例は、リスク分析により要因・対応策等を整理します。整理

した事例をデータベース化し、本ホームページの「ヒヤリハット情報提供システム」によって検

索・閲覧できるようにします。 

◼ 研究期間 

2023 年 4 月 ～ 2029 年 3 月  
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◼ 研究を実施する研究者の氏名と職名 

原口道子、小倉朗子、中山優季、松田千春、板垣ゆみ 

（公益財団法人東京都医学総合研究所難病ケア看護ユニット；研究員・保健師・看護師）  

◼ 研究に関する資料の提出 

提出していただいた質問紙の回答を研究資料とさせていただきます。 

◼ 研究に参加することにより期待される利益 

対象者の方の利益については、直接的な利益はありませんが、ご回答いただいた情報を分析・整理し、

「在宅医療安全の情報提供システム」として当研究所のデータベースより情報発信させていただき、ご活

用いただけるようにします。 

◼ 研究に参加することにより起こり得る不利益・不快な状態と対応 

質問紙の回答には約 20～30 分の時間を要します。質問の内容によって、想起したくない内容・不快に

感じる内容がございましたら、お答えいただかなくても構いません。調査内容やその内容に関連する実践

に伴う困りごとなどの相談については対応致します。 

◼ 研究終了後の対応 

ご提供いただいたヒヤリハット事例は、リスク分析により要因・対応策等を整理します。整理した事例

をデータベース化し、本ホームページの「ヒヤリハット情報提供システム」によって検索・閲覧できるよ

うにします。 

◼ 個人情報保護の方法 

質問紙調査は、無記名です。ご本人の自由意思に基づき、直接箱に提出いていただく留置法により回収

します。調査票原本および入力データは、すでに無記名であり番号化をして取扱い、調査票および記録電

子媒体は、鍵のかかる保管庫に厳重に保管します。電子媒体は、パスワードをかけて取扱い持ち出し禁止

とします。研究終了後 3 年を経過した時点で調査票原本・資料類は適切に破棄致します。 

回答いただいた内容は、本データベースによる情報提供および安全な在宅医療提供体制の構築に反映さ

せるための集計・分析等に基づく情報公開・学会発表等に用い、それ以外に利用しません。 

◼ 研究のための費用 

対象者の方に研究参加による費用が発生することはございません。謝礼のお支払はございません。 

◼ 研究と企業との関わり 

特にありません。 
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◼ 健康被害等が生じた場合の対応 

質問紙調査によって健康被害が生じる可能性はありません。調査内容(ご質問内容)に対して不快に感じ

たり、答えたくない場合には、回答していただく必要はありません。 

◼ 研究への参加の任意性 

研究の参加は、自由意思に基づく無記名式の留置法による回収方法をとっています。研究に参加し

ない場合にも何ら不利益を受けることはありません。 

◼ 研究成果の公表 

提供いただいたヒヤリハット事例は、リスク分析により要因・対応策等を整理します。整理した事

例をデータベース化し、本ホームページの「ヒヤリハット情報提供システム」によって検索・閲覧で

きるようにします。また、学会や論文等により研究の成果が公表されることがありますが、対象者の

方の個人が特定できる情報が公表されることはありません。 

◼ 知的財産権の帰属 

研究を実施した研究機関に帰属します。対象者の方には帰属しません。 

◼ 問い合わせ・苦情等の連絡先 

〒156-8506 東京都世田谷区上北沢 2-1-6 

公益財団法人 東京都医学総合研究所 難病ケア看護ユニット 原口道子 

ＴＥＬ： 03-6834-2290（直） 


